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現在、社会構造は急速に変化し、ＶＵＣＡ時代を迎えている。中央教育審議会答申では、

こうした将来の予測が困難な社会の中で、未来を切り拓いていくのに必要なのは、思考力・

判断力・表現力等であると述べられている。 

 そこで本研究では、数学的な思考力・判断力・表現力を育成するための反転学習の工夫

を用いた学習指導の在り方を明らかにすることをめざした。 

 具体的には、授業外学習として問題把握動画や授業外学習の問いを含む「おうち課題」

に取り組ませた。授業内学習では、学習問題について児童同士や全体で確認を行い、問題

解決の過程や結果を説明し合う活動を行った。 

 その結果、問題解決の過程や結果についての理解の土台を築き、数学的な表現を用いて

説明し合う活動を充足させることができた。このことから、反転学習の工夫を用いた学習

指導は、数学的な思考力・判断力・表現力を育成することに有効であるとわかった。 
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１ 主題について 

(1)  主題設定の理由 

① 社会や国の動向から 

現在、社会構造は急速に変化し、ＶＵＣＡ時代（不安定、

不確実、複雑、曖昧で、未来の予想が困難な時代）を迎えて

いる。中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等

学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方

策等について」(2016)では、将来の予測が困難な社会の中で

も未来を切り拓いていくのに必要なのは、思考力・判断力・

表現力等であると述べられている。また、文部科学省「小学

校学習指導要領解説算数編」（2017）によると、算数科の授

業において「数学的活動」を通して、思考力・判断力・表現

力等を含めた資質・能力の育成が求められていることがわか

る。この「数学的活動」とは「数量や図形を見いだし，進ん

で関わる活動」や「日常の事象から見いだした問題を解決す

る活動」「算数の学習場面から見いだした問題を解決する活

動」「数学的に表現し伝え合う活動」を中核とした活動のこ

とである。従来、算数科では「算数的活動」という文言が用

いられており、この文言の変更について文部科学省は「数学

的な見方・考え方に焦点を当てて算数科における児童の活動

を充実するために、用語『算数的活動』を『数学的活動』と

改めて、その趣旨を一層徹底することとした」と説明した。 

② 福岡市の実態から 

福岡市教育委員会「令和３年度全国学力・学習状況調査の

結果について」（2021）では、【図１】のように、算数科の

設問別無回答率を示している。 

 

 

 

 

 

 

福岡市教育委員会「令和３年度全国学力・学習状況調査の結果について」より抜粋 

【図１】令和３年度 全国学力・学習状況調査小学校算数  

設問別無回答率（網掛け部分が記述式の問題） 

これを見ると、記述式の問題形式で、全国平均よりも無回

答率が高いことがわかる。また、これは令和３年度に限った

ことではなく、過去の全国学力・学習状況調査の結果でも同

様の傾向があることが示されている。全国学力・学習状況調

査において、記述式の問題形式の評価の観点は全て「思考・

判断・表現」である。こうした実態を受けて福岡市教育委員

会は、「学力向上のための授業改善の手引き」を踏まえた授

業改善の必要性を述べている。福岡市教育委員会「学力向上

のための授業改善の手引き 小学校詳細版」（2020）には、

思考力・判断力・表現力等を含む資質・能力を育成するため

には、数学的活動を充実させることが大切であり、そのため

に以下の４点の機会を設けることが重要であると示されてい

る。 

 

 

数学的活動を充実させるための４点の機会 

１ 数学的活動を楽しめるようにする機会 

２ 

算数の問題を解決する方法を理解するとともに，自ら問題を

見いだし，解決するための構想を立て，実践し，その結果を

評価・改善する機会 

３ 具体物，図，数，式，表，グラフ相互の関連を図る機会 

４ 

友達と考えを伝え合うことで学び合ったり，学習の過程と成

果を振り返り，よりよく問題解決できたことを実感したりす

る機会 

特に、３点目の「具体物，図，数，式，表，グラフ相互の

関連を図る機会」といった数学的な表現に関する機会につい

ては、数学的活動の中核の一つである「数学的に表現し伝え

合う活動」に大きく関係するものであるため、数学的な表現

を用いて説明する活動を位置付けるなど、意図的な指導が大

切であると述べられている。 

③ 検証校の現状とこれまでの授業の反省から 

検証校教員に対し算数科の授業についてのアンケートを行

った結果「思考力・判断力・表現力等」の指導に困っている教

員が 75.2％と突出して多いことがわかった（【図２】）。ま

た、算数の授業で子どもたちが自分の考えを他者に向けて表

現する場面をどの程度とっているのか質問したところ「毎時

間」と回答したのは 8.7％であり、「３時間中、１時間程度」

と回答したのは 47.8％であることがわかった（【図３】）。 

 

 

 

 

 

 

 

【図２】 指導に困っているものについてのアンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

【図３】 児童が考えを表現する頻度についてのアンケート結果 

「３時間中、１時間程度」と回答した教員にその理由を尋ね

たところ「そうした時間を作り出すのが難しい」「知識・技能

に関することで手一杯」という回答が多かった。 

これまでの自分の授業を振り返ると、検証校の教員と同様

に、子どもが自分の考えを他者に向けて表現する場面といっ

た数学的に表現する機会を十分に設定できていなかった。そ

れは、児童が学習問題の内容を把握し、解決の見通しをもち、

考えをつくるために必要な時間や手だてに児童の個人差があ

り、それらを補うために授業時間の多くを費やしてきたから

である。そのため、思考力・判断力・表現力等を育成するため
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の指導が課題としてある。 

以上から、数学的な思考力・判断力・表現力を育成する算数

科学習指導について明らかにする必要があると考え、本主題

を設定した。 

(2)  主題及び副主題の意味 

① 数学的な思考力・判断力・表現力とは 

実生活に近い出来事を数理的に捉え、筋道を立てて考察し

たことを表現する力のことである。 

② 数学的な思考力・判断力・表現力を育成する学習指導とは 

学習過程において以下の児童の姿をめざすことである。 

・事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目する姿 

・根拠を基に筋道を立てて考え、表現する姿 

学習指導要領解説算数編（2017）には、算数科における数学

的な見方・考え方とは「事象を数量や図形及びそれらの関係な

どに着目して捉え、根拠を基に筋道を立てて考え、統合的・発

展的に考えること」とある。また、数学的な見方・考え方を働

かせながら数学的活動を行うことで、思考力・判断力・表現力

等を含めた数学的資質・能力が育成されると述べられている。

めざす児童の姿は、領域によって具体化される。そのため、め

ざすべき児童の具体的な姿は、各検証授業において述べるこ

ととする。 

③ 反転学習とは 

対面授業時において数学的に表現し伝え合う活動を充実さ

せるために、授業外学習を予習中心の学びに変えることであ

る。数学的に表現し伝え合う活動を充実させるためには、問題

解決の過程や結果についての理解の土台が必要であるととも

に、数学的な表現を用いて説明し合う活動の充足が必要だと

考える。そのため、本研究では授業外学習を予習中心の学びと

することで、理解の土台を築くとともに授業時間内において

数学的な表現を用いて説明し合う活動を充足させる。 

④ 反転学習の工夫とは 

【図４】に示した反転学習を取り入れた学習過程の中で、

「つかむ」「見通す」「つくる」「確認する」において、問題

解決の過程や結果についての理解の土台を築き、「深める」に

おいて、数学的な表現を用いて説明し合う活動を充足させる

ことである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図４】 従来の学習過程と反転学習を取り入れた学習過程の比較図  

 

２ 研究の目標 

数学的な思考力・判断力・表現力を育成するための反転学習

の工夫を用いた学習指導の在り方を明らかにする。 

 

３ 研究の仮説 

反転学習の工夫を用いた学習指導を行えば、数学的な思考

力・判断力・表現力が育成できるであろう。 

 

４ 研究の構想 

(1)  内容 

本研究では、実生活に近い出来事を数理的に捉え、筋道を立

てて考察したことを表現する力を育成する算数科学習指導の

在り方について、反転学習を取り入れた学習過程の中で、「つ

かむ」「見通す」「つくる」「確認する」において問題解決の

過程や結果についての理解の土台を築き、「深める」において

数学的な表現を用いて説明し合う活動を充足させることを通

して明らかにする。 

(2)  手だて 

① 授業外学習の手だて 

１人１台端末を活用して「おうち課題」を配布する。「おう

ち課題」とは、問題把握動画、授業外学習の問い、ヒント動画、

復習動画が入った Googleスライド （以後スライド）のことで

ある。このスライドを授業の前日に、Google Classroom（以後

クラスルーム）で児童に配布する。「おうち課題」に要する時

間が15分以内になるように動画の内容や問いを精選する。 

ア 問題把握動画の作成 

問題把握動画とは、本時で取り扱う問題と出合い、問題内容

を把握するための動画のことである。本時で取り扱う問題は、

キャラクター（こまりちゃん）が身の回りの課題を解決する文

脈を付け加えた教科書教材の文章題とする。その文脈を動画

化する。 

イ 授業外学習の問いの提示 

授業外学習の問いとは、本時の問題から、情報を収集、選択

し、解決の見通しを立てたり、考えをつくったりするための問

いのことである。授業外学習の問いは問題把握動画の次のス

ライドで提示し、その答えを学習プリントに記入できるよう

にする。授業外学習の問いは３問程度とする。 

ウ ヒント動画や復習動画の準備 

授業外学習の問いがわからない児童に向けて、ヒント動画

や復習動画を準備する。ヒント動画とは、授業外学習の問いの

内容について具体例を示しながら解説を行う動画のことであ

る。復習動画とは「e-board」を中心とした既存の学習動画の

うち、本時の内容につながる動画のことである。なお、どちら

の動画も必要としない児童が存在することが考えられるため、

これらは自由視聴とする。 

② 確認する場面の手だて 

 授業外学習で取り組んだ内容をグループ内や全体で確認す

る場を設定する。児童同士がグループ内で確認する際は、問題

内容や授業外学習の問いの答え、その答えになった理由を話

し合わせる。全体で確認する際は、授業外学習の問いに対する

反転学習を取り⼊れた学習過程

つかむ授
業
外
学
習

⾒通す

つくる

確認する

深める

まとめる

授
業
内
学
習

⽣かす

従来の学習過程

つかむ

⾒通す

つくる

深める

⽣かす

まとめる

問題と出会い、問題内容を把握する。

情報を収集、選択し、解決の⾒通しを⽴てる。

問題に取り組み、考えをつくる

授
業
内
学
習

授業外学習を確認する。

考えを伝え合い、⽐較検討し、
考えを練り上げたり、整理したりする。

本時の学習で理解したことを⽣かして解く。

本時の学習のまとめを⾏う。
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考えの違いを取り上げたり、それを踏まえて発問をしたりす

ることで、授業外学習時やグループ内での確認では見いだせ

なかった気付きを引き出し、理解が深まるようにする。 

③ 深める場面の手だて 

数学的な表現を用いて問題解決の過程や結果を説明し合う

活動を設定する。数学的な表現とするために、図、数、式、表、

グラフといった図的表現や記号的表現を根拠として使うよう

にする。また、筋道が通った説明となるようにキーワードを提

示する。そして、活動に取り組みにくい児童の助けとなるよう

説明のヒントカードを配付する。説明を聞く際は、キーワード

や簡潔・明瞭・的確の視点を意識して聞かせるようにする。 

(3)  検証の方法 

①  検証の内容 

◯ 授業外学習の手だてや確認する場面の手だては、児童が 

問題解決の過程や結果についての理解の土台を築く上で有 

効であったか。 

◯ 深める場面の手だては、児童が数学的な表現を用いて説

明し合う活動を充足させる上で有効であったか。 

②  検証授業 

◯ ４年生 （算数科） ９月 

◯ ４年生 （算数科） 12月 

③  検証方法 

◯ 問題解決理解度の分析 

確認する場面の後に、問題解決理解度を測る問いを出し、そ

の正答率を分析する。 

◯ 数学的な表現を用いて説明し合う活動の分析 

深める場面における説明活動の時間や説明回数を比較し、

分析する。 

◯ 検証問題の実施と変容の分析 

記述式の検証問題を行い、ルーブリック評価の割合やその

変容と抽出児童の記述内容の変容を分析する。検証問題の内

容については以下の三つの中から検証授業を行う単元に合わ

せて設定する。 

問題種別 内容 

事実 

計算の性質、図形の性質、二つの数量の関係

などの記述や、表やグラフなどから見いだ

すことができる特徴や傾向の記述を求める 

方法 
問題を解決するための自分の考え方や解決

方法の記述を求める 

理由 
ある事柄が成り立つことの理由や判断の理

由の記述を求める 

さらに、児童の解答を五段階のルーブリックで類別し、そ  

の変容を見取ることとする。五段階のルーブリックとは以下

のようなものである。 

Ａ 条件１と条件２を満たし、正答しているもの 

Ｂ 条件１と条件２を満たしているが、正答でないもの 

Ｃ 条件１か条件２のどちらかを満たしているもの 

Ｄ 条件１と条件２のどちらも不十分なもの 

Ｅ 無回答のもの 

ここでの条件とは、記述式の検証問題を解答する上で、必   

要となる内容のことである。検証問題の内容によって条件は

異なるため、研究のまとめにおいて、具体的な問題内容や条件

等について示すこととする。 

◯ 単元テストの結果分析 

検証校が行っている単元テストにおいて「思考力・判断 

力・表現力等」を問う問題の到達度で比較する。比較対象は、

４月から８月までに行った六つの単元テストにおいて「思考

力・判断力・表現力等」を問う問題の平均到達度とする。 

◯ 児童の様相観察 

実践での手だての効果を検証するために、学級全体の変容

に加え、抽出児の変容を追っていく。４人の抽出児については

事前検証問題の結果を基に選択した。 

◯ 児童へのアンケート分析 

選択式と記述式のアンケートを行い、その回答を分析する。

選択式のアンケートは４件法を用いる。記述式のアンケート

は、当該項目のどんなところが役に立ったか、または役に立た

なかったかを問う。アンケート項目は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

抽出児 事前検証問題の結果 

a児 
Ａ判定であったが、問題解決過程が 

整理されているとは言えなかった 

c児 Ｃ判定であった 

d児 Ｄ判定であった 

e児 Ｅ判定であった 

① 

「おうち課題」では、問題場面を動画にしたものを

見てきてもらいました。この動画は問題の内容を知

る上で役立ちましたか。 

② 

「おうち課題」では、授業外学習の問いを考えてき

てもらいました。その問いは、学習問題を考える上

で役立ちましたか。 

③ 

「おうち課題」では、ヒント動画を入れていました。

ヒント動画を見ることは、授業外学習の問いを考え

る上で役に立ちましたか。（これはヒント動画を見

た人だけ答えましょう） 

④ 

「おうち課題」では、スライドの最後に復習動画を

入れていました。復習動画は、授業外学習の問いを

考える上で役に立ちましたか。（これは復習動画を

見た人だけ答えましょう） 

⑤ 

授業では、図を使って説明し合う活動をしました。

こうした活動は、問題を解く方法を頭の中で整理す

る上で役立ちましたか。 
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５ 研究構想図  
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全体で確認する場の設定

深める場⾯の⼿だて

数学的な表現を⽤いて
問題解決の結果や過程を
説明し合う活動の設定

答えの⽐較
違いの発⾒
理由の話し合い

考えの違いを提⽰
気付きを引き出す児童の実態

キーワードの提⽰
ヒントカードの配布

図、数、式、表、グラフの使⽤
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６ 研究の実際 実践１ 

  第４学年 単元名「倍の見方」 

(1)  実践１のねらい 

① めざす子どもの姿 

「倍の見方」の領域は「Ｃ 変化と関係」である。そのた

め、めざす児童の姿は以下の二つである。 

・日常の事象における数量の関係に着目する姿 

・図や式を根拠として示しながら、ある二つの数量の関係 

と別の数量の関係との比べ方を説明する姿 

深める場面では、児童が自身で表したテープ図と式を用い

て、問題解決の結果や過程を説明する活動を行うこととす

る。以下は学習指導要領解説算数編（2017）から抜粋した領

域のねらいと発達段階を踏まえた数学的に表現し伝え合う活

動についてである。 

 

② 単元の目標 

◯  簡単な場合についての割合を活用して、ある二つの数 

量の関係と別の二つの数量の関係とを比べることができ

る。 

◯  日常の事象における数量の関係に着目し、ある二つの数

量の関係と別の二つの数量の関係について割合を用いて考

え、説明している。 

◯ 簡単な場合について、割合を用いて比べたことを振り 

返り、よりよいものを求めて粘り強く考えたり、学習した

ことを今後の生活や学習に活用しようとしたりしている。              

(2)  実際と考察（４／４時） 

◯ 授業の主眼 

 基準量の違うある二つの数量の関係と別の数量の関係を説

明することを通して、それらの関係を倍を使っても比較でき

ることを理解する。 

①  つかむ場面から確認する場面 

 ア 実際 

 授業外学習において、つかむ、見通す、つくる場面を生み

出すために、「おうち課題」を作成し、配布した。問題把握

動画には【資料１】のように、怪我をしたこまりちゃんがド

ラックストアにガーゼと包帯を買いに行き、伸びる前の長さ

と伸びた後の長さが異なる２種類の包帯（さわら包帯・こた

べ包帯）のうち、よく伸びるほうを買いたいが、どちらがよ

く伸びるかわからないという文脈を付け加えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料１】 問題把握動画の一部 

授業外学習の問いは【資料２】のように示した。問いの内

容は以下のとおりである。 

一つ目の問い 
こまりちゃんはどちらがよくのびるかわかりま

せんでした。どうしてでしょうか。 

二つ目の問い 
２つの包帯のうち、よくのびるといえるのはど

ちらでしょうか。その理由も考えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料２】 授業外学習の問いのスライド 

学習プリントは【資料３】のようにした。ヒント動画を見

た人数を把握するため、チェック欄を設けた。 

 

 

 

 

 

【資料３】 授業外学習の問いの答えを書く学習プリント 

ヒント動画では【資料４】のように、基準量が揃っている

場合、量で比較することができることを示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料４】 ヒント動画の一部 

復習動画は前時の内容である割合の第三用法についての動

画を「e-board」公式 YouTubeチャンネルから選択した。動

画内では、割合の第一用法と第二用法についても取り扱って

領域 領域のねらい（抜粋） 

Ｃ 変化と関係 

(第４,５,６学年) 

伴って変わる二つの数量の関係に着目し，表や

式を用いて変化や対応の特徴を考察するととも

に，二つの数量の関係に着目し，図や式などを

用いてある二つの数量の関係と別の二つの数量

の関係の比べ方を考察し，日常生活に生かすこ

と 

対象学年 数学的に表現し伝え合う活動 

第４・５学年 問題解決の過程や結果を，図や式などを用 

いて数学的に表現し伝え合う活動 
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いたため【資料５】にあるように、スライドの動画再生時間

を調節する機能を活用し割合の第三用法のみを視聴できるよ

うにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料５】 スライドの動画再生時間を調整する機能 

クラス全体の授業外学習の問いの解答状況は、以下のとお

りであった。 

「ヒント動画を見た」の欄にチェックを入れていた児童

は、31人中18人だった。なお、そのうち、６人の児童はど

ちらの問いも無記入だった。 

抽出児童の授業外学習の問いの解答状況は、以下のとおり

であった。 

確認する場面において、まずは班で授業外学習の内容を確

認させた。「班でおうち課題を確認してください」と指示を

出した。すると、すぐに話し始めた班と話が始まらなかった

班があった。 

すぐに話し始めた班は、学習プリントを見せ合いながら、

「こまりちゃんは前の大きさが違うからよく伸びるほうがわ

からなかったんだよね」「ガーゼのときは同じやった」「さ

わら包帯は伸ばす前が 30cmでこたべ包帯は伸ばす前が15cm

でちがうよね」などと話していた。二つ目の問いについても

「同じだと思う」や「長さで比べたら同じだけど倍で比べた

ら、こたべ包帯のほうがよく伸びる」などと話していた。 

話が始まらなかった班は、何をどのように確認してよいか

わからない様子が見られ、プリントを見せ合うこともできて

いなかった。そうした班には教師が「どんなことを考えてき

たの？」「〇〇さんと〇〇さんの書いていることに違いがあ

るね」などと学習プリントを指差しながら声かけをした。す

ると児童は「どこがちがうのかな」などと話し始め、班での

話し合いが始まった。すぐに話し始めた班と話が始まらなか

った班では、確認している内容や時間に差があった。 

抽出児 eの様子は以下のとおりである。 

e児は、班内での確認時間が始まるとプリントを手で隠し

た。班の児童はそれを見て、無理に見ようとはせず、e児

以外のメンバーで確認し合った。 

次に、全体で授業外学習の内容を確認した。授業外学習の

問いの答えを班指名し発表させるとともに、その発表内容に

ついて問い返しの発問を行った。問い返しの発問は全体に投

げかけ、挙手した児童の発表やつぶやきを教師が取り上げな

ら授業を進めた。 

その後、問題解決理解度を測る問いとして「さわら包帯」

と「こたべ包帯」がそれぞれ何倍伸びるのかを求めさせた。

その結果、正しい式と答えを書くことができたのは、31人中

19人（61.3％）だった。 

抽出児 cの様子は以下のとおりである。 

c児は、全体で授業外学習の内容について確認する際、前

を向いて話を聞き、時折頷いていた。問題解決理解度を測

る問題では「60－30＝30」「45－15＝30」と書いており、

どちらも誤っていた。 

イ 考察 

実践後の記述式アンケートの結果は以下のとおりである。 

問題把握動画について 

・こまりちゃんが何に悩んでいるのかがわかりやすい 

・文だけではわからなかったことが動画でわかる 

・何度も見ることができた 

・前の日から問題について考えられて安心する 

授業外学習の問いについて 

・何算をつかえばいいかわかった 

・問題がわかりやすくなった 

・自分が考えなかったことを問いに出されていた 

・図もかいてあってよくわかる 

ヒント動画について 

・わからないところがわかった 

・ヒント動画をみるとピンとくるときがある 

・式がわからないときに役立った 

一つ目の問い（n＝31） 

基準量に着目をして記述した児童 19人 

前時との違いを記述した児童 ３人 

無記入の児童 ９人 

二つ目の問い（n＝31） 

「こたべ包帯」を選び、その理由として倍に

着目をして記述した児童(正解) 
14人 

「さわら包帯」を選び、その理由としてのび

た後の数量に着目して記述した児童(不正解) 
２人 

「どちらも同じだけのびる」を選び、その理

由としてのびた長さに着目して記述した児童

(不正解) 

９人 

無記入の児童 ６人 

抽出

児童 

一つ目の

問い 

二つ目の

問い 

二つ目の問い

を選んだ理由 

ヒント動画

のチェック 

a児 無記入 こたべ包帯 
こたべ包帯は、 

３倍のびるから 
あり 

c児 無記入 無記入 無記入 なし 

d児 
前の大きさが

ちがうから 
さわら包帯 

のびた長さが、 

60cmだから 
なし 

e児 無記入 無記入 無記入 あり 

 

 

復習動画 

復習動画 
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復習動画について 

・思い出せる 

・前の内容を忘れない 

・すごく理解がしやすかった 

・復習して、自分に自信がもてた 

「こまりちゃんが何に悩んでいるかがわかりやすい」とい

う記述や児童の様子から、キャラクター（こまりちゃん）が

身の回りの課題を解決する文脈を付け加えた教科書教材の文

章題を動画化し、おうち課題として視聴させたことにより、

問題内容の理解を促すことができたと考える。また「自分が

考えなかったことを問いに出されていた」という記述や児童

の様子から、授業外学習の問いを出したことにより、本時の

問題から情報を収集、選択させたり、解決の見通しを立てさ

せたり、考えをつくらせたりすることができたと考える。そ

して「式がわからないときに役立った」「思い出せる」とい

う記述から、ヒント動画や復習動画を出したことにより、授

業外学習の問いに答える手助けができたと考える。さらに、

確認する場面において、学習プリントを見せ合いながら授業

外学習の内容について話し合っていた班の様子から、授業の

始めにプリントを見せ合って授業外学習の内容を確認したこ

とにより、問題内容や授業外学習の問いの答えに至った理由

を共有することができたと考える。 

ICT活用についてはアンケートの「図もかいてあってよく

わかる」「何度もみることができた」「前の日から問題につ

いて考えられて安心する」という記述から、児童一人一人が

いつでもどこでも何度でも「おうち課題」の内容を確認でき

る点で有効であると考える。 

一方、c児のようにヒント動画も見ておらず授業外学習の

問いも無記入の児童が６人いたのは「おうち課題」に取り組

ませる手だてが不十分であったことが原因だと思われる。ま

た「おうち課題」の二つ目の問いで誤った解答と無記入の児

童を合わせると半数以上になったのは、「よくのびる」の語

義理解が不十分であったことが原因だと思われる。さらに、

確認する場面において、e児のようにプリントを手で隠して

見せ合うことができなかったり、班によって確認した内容や

時間に差があったりしたのは、確認する内容や方法の指示が

不十分であったことやグループの編成が原因だと思われる。

そして、c児のように全体での確認場面で話を聞いていなが

らも問題解決理解度を測る問題を誤ってしまった児童がいた

ことは、班によって確認した内容や時間に差があったことに

加え、教師と特定の児童とのやりとりのみで全体の確認を終

えてしまったことが原因だと思われる。 

②  深める場面 

 ア 実際 

児童がテープ図と式を用いて、問題解決の結果や過程を説

明する活動を行うために、【資料６】を提示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料６】 提示した問題２のスライド 

その際、説明する際に重要となる言葉である「もとにする

大きさ」と「倍」をキーワードとして提示し、学習プリント

（【資料７】）にメモをするよう指示した。 

 

 

 

 

 

また、テープ図と式、答えを表すための方眼プリントを配

布した。その方眼プリントを使い、問題②のテープ図や式、

答えを表す時間として５分設定した。テープ図の表し方に悩

んでいる児童にはテープ図のヒントカードである【資料８】

を渡した。ヒントカードは受け取った児童だけではなく、班

内の児童も参考にしている様子が見られた。５分が過ぎたと

き、半数以上の児童が書き終えられていなかったため、時間

を３分延長した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料８】 ヒントカード 

その後、よりよい説明ができるようになるためのポイント

を、【資料９】を使って、順に説明した。説明し合う活動を

始めやすくするために説明し合う際のやり取りを例示した。

次に、言葉による表現と図的表現や記号的表現を一致させな

がら説明することを促すために、話し手がプリントを指差し

ながら説明するようにした。そして、聞き手にはキーワード

が使われているかを確かめながら、簡潔・明瞭・的確の視点

を意識して聞くように求めた。聞き終えれば話し手の学習プ

リントに聞き手がサインをするよう伝えた。 

【資料７】学習プリント 
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【資料９】 説明し合う活動のために提示したポイント 

ポイントを確認した後、説明し合う時間を８分設定した。

活動を始める相手の指定はしなかったが、多くの児童が班内

で活動を始めていた。教師は、説明の仕方に悩んでいそうな

児童に声を掛け、説明のヒントカードとして【資料10】を渡

した。すると受け取った児童はヒントカードを基に説明を始

めた。また、それを見たペアの児童が、ヒントカードを借り

て説明する様子も見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料10】 ヒントカード 

抽出児の様子は以下のとおりである。 

a児は、同じ班の児童と活動を始めた。相手の児童はキー

ワードを使用していなかったため、説明として不十分であ

ったが a児はそれを指摘することなくサインをした。a児

も同様にキーワードを使用しておらず、説明として不十分

であったが、指摘されなかった。その後、近くにいた他班

の児童に声をかけ説明を始めたが、説明に改善は見られな

かった。 

c児は、他班で一人座っている児童の横に移動した。そし

て、その児童の方眼プリントを指差しながらテープ図の書

き方を助言した。その児童がテープ図を書いている様子を

最後まで見続けていた。時間内に自分の考えを説明するこ

とはなかった。 

d児は３人と説明し合った。最初は順序よく説明できてい

なかったが、３人目に説明する際はテープ図や式、答えを

指差しながら、キーワードを使って順序よく説明できてい

た。しかし、説明した相手からサインをもらっていなかっ

た。 

e児は、２人と説明し合った。テープ図や式、答えを指差

しながら、キーワードを使って順序よく説明できていた。

説明した相手からサインをもらっていた。 

 プリントのサインの数については以下のとおりである。な

お、d児のように説明をしたものの、サインをもらっていな

い児童もいたため、サインの数が説明した人数ではない。 

イ 考察 

実践後の記述式アンケートの結果は以下のとおりである。 

テープ図と式を用いて、問題解決の結果や過程を説明する

活動について 

・説明し合うことでお互いよくわかる 

・どう説明していいかわからないときにわかった 

・図を使うことで説明がわかりやすくなった 

 

プリントのサインの数とその人数（n＝31） 

誰からもサインをもらってない児童 10人 

一人からサインをもらった児童 ９人 

二人からサインをもらった児童 ９人 

三人からサインをもらった児童 ３人 

 

 

【９−３】聞き手のポイント① 

 

【９−１】説明し合う活動の例示 

 

【９−２】話し手のポイント 

 

【９−４】聞き手のポイント② 
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記述の結果や d児の様子から、テープ図と式を用いて問題

解決の結果や過程を説明する活動を繰り返し行うことで、問

題の解決方法について整理することができたと考える。ま

た、活動に困っている児童にヒントカードを渡したことによ

り、受け取った児童だけではなく、その近くの児童の活動も

促すことができたと考える。 

一方、説明し合う時間を８分間しか設定できなかったのは

説明し合うための問題を新たに提示したことやテープ図の表

し方の理解が不十分であったことで、実際に説明し合う活動

に至るまでの過程に時間がかかってしまったことが原因だと

思われる。また、a児のようにキーワードを意識して説明で

きなかった児童がいたのは、聞き手に意識させるポイントが

多すぎたことが原因だと思われる。さらに c児のように、テ

ープ図や式、答えが書けているにも関わらず、説明し合わな

いまま時間が終わってしまった児童がいたのは、説明し合う

ことの目的を共通認識できていなかったことや、説明したか

どうかを教師が把握できていなかったことが原因だと考えら

れる。 

(3)   実践１のまとめ 

① 成果 

〇 授業外学習の場面で、こまりちゃんが登場する文脈を付

け加えた問題把握動画と授業外学習の問いを出せば、問題

内容の理解を促すことや、本時の問題から情報を収集、選

択させたり、解決の見通しを立てさせたり、考えをつくら

せたりすることができるとわかった。 

◯  授業外学習の場面で、ヒント動画や復習動画を出せば、

授業外学習の問いに答える手助けができるとわかった。 

〇 深める場面で、図と式を用いて、問題解決の結果や過程

を説明する活動を繰り返し行えば、問題を解決する方法に

ついて整理させることができるとわかった。 

◯  深める場面で、ヒントカードを渡せば、問題解決の結果

や過程を説明する手助けとなることがわかった。 

② 課題 

● 授業外学習の場面で、より多くの児童が「おうち課題」

に取り組めるようにするには「おうち課題」に取り組む必

要性を高めるような手だてが必要である。 

●  授業外学習の場面で、語義理解をさせたり、図の表し方

を理解させたりするには、それらを解説した動画のような

手だてが必要である。 

● 確認する場面において、どのグループでも授業外学習の

問いの答えを確かめ合わせたり、答えを比較して違いが生

まれた理由を話し合わせたりするには、グループ編成を見

直すとともに、学習プリントを見せ合うことができるよう

な手だてや具体的な指示が必要である。 

● 深める場面において、話し手にキーワードを意識させる

には、聞き手がキーワードを意識できる手だてが必要であ

る。 

● 深める場面において、全児童に説明させるためには、説

明したかどうかを教師が把握し、活動を促す手だてが必要

である。 

７ 研究の実際 実践２ 

第４学年 単元名「変わり方調べ」 

(1) 実践２のねらい 

①  めざす子どもの姿 

「変わり方調べ」の領域は「Ｃ 変化と関係」である。そ

のため、めざす児童の姿は以下の二つである。 

・日常の事象における数量の関係に着目する姿 

・表や式を根拠として示しながら、伴って変わる二つの数 

量の関係の特徴について説明する姿 

深める場面では、表と式を用いて、問題解決の結果や過程

を説明する活動を行うこととする。 

②  単元目標 

◯  伴って変わる二つの数量の関係を、表を用いて変化の特

徴を調べたり、□や◯などを用いて式に表したりすること

ができる。 

◯  伴って変わる二つの数量の関係に着目して、表や式を 

用いて変化や対応の特徴について考え、説明している。 

◯  主体的に問題解決に取り組むとともに、二つの数量を表

で調べることのよさや関係を□や◯などを用いた式に簡潔

に表せることのよさを振り返り、多面的にとらえ検討して

よりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気

付き学習したことを今後の生活や学習に活用しようとした

りしている。 

(2) 実際と考察（３／３時） 

◯  授業の主眼 

伴って変わる二つの数量のうち、一方を求める方法を説明

することを通して、伴って変わる二つの数量の関係について

表を用いてその関係を捉え、□や◯を使った式に表すことが

できるようになる。 

◯  検証方法の追加 

検証方法として代表児童へのインタビューを追加した。ア

ンケート項目では記述されにくい内容も取り上げられるよう

にした。 

① つかむ場面から確認する場面 

 ア 実際 

授業外学習において、つかむ、見通す、つくる場面を生み

出すために、「おうち課題」を作成し、配布した。問題把握

動画には【資料11】のように、こまりちゃんが算数好きのお

兄ちゃんからクイズを出され、それに答えていくという文脈

を付け加えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料11】 問題把握動画の一部 
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授業外学習の問いは【資料12】のように示した。問いの内

容は以下のとおりである。 

一つ目の問い 
３だんのとき、まわりの長さは何cmです

か。 

二つ目の問い 
まわりの長さを数えて、だんの数とまわ

りの長さを表にまとめましょう。 

三つ目の問い 

だんの数を□だん、まわりの長さを◯cm

として、□と◯の関係を式にしましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料12】 授業外学習の問いのスライド 

学習プリントは【資料13】のようにした。「おうち課題」

に取り組んだ上で、不安が残った児童が確認する場面でその

不安を解消できるように「ヒント動画を見たが分からなかっ

た」のチェック欄を設けた。 

ヒント動画では【資料14】のように、３段のときのまわり

の長さが何cmになるのか捉えさせるために、１段のときと

２段のときのまわりの長さを求める方法を説明した動画とし

た。復習動画は、差が一定の関係にある伴って変わる二つの

数量関係についての動画を「e-board」公式 YouTubeチャン

ネルから選択した。 

さらに、実践１の課題から「ともなって変わる」の語義理

解を促すために、伴って変わるものを例示する動画（【資料

15】）や表の描き方の理解を促すために、表を描くポイント

を基に実際に描いていく動画（【資料16】）を作成した。こ

れらの動画は「おうち課題」のスライドに加えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料13】 授業外学習の問いの答えを書く学習プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料14】 ヒント動画の一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、クラスルームを使用して「おうち課題」を配布す

る際に、【資料17】のようなＮカードも添付した。Ｎカード

とは、スライドを用いたヒントカードのことである。「おう

ち課題」とともに配布することで、授業内外を問わず、児童

の意思で確認できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料17】 配布したＮカードの一部 

 

 

【資料15】語義理解を促すための動画 

 

【資料16】表の描き方の理解を促すための動画 
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クラス全体の授業外学習の問いの解答状況は、以下のとお

りであった。 

「ヒント動画を見たが分からなかった」の欄にチェックが

入っていた児童は11人であった。そのうち、どの問いも無

記入だったのは１人だった。 

抽出児童の授業外学習の問いの解答状況は、以下のとおり

であった。 

グループ内で確認する場面において、まずは確認する方法

や内容について【資料18】を提示した。そして実践１の課題

から児童同士が確認する内容や方法について具体的に指示を

した。【資料18】にある「号車ごと」というのは、２班ごと

と同義であり、本学級においては８人程度で確認し合うこと

を指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料18】 確認する内容や方法について提示したもの 

そして、号車ごとに確認する時間を３分設定した。すると

児童は立ち上がりプリントを見せ合いながら確認を始めた。

「1辺の長さは1cmだから、まわりの長さは12cmだね」「表

のズレはなさそう」「式のところがわからなかった」「私、

こう書いたけど合ってるか不安。他の人に聞いてみよう」な

どと話していた。学習プリントを手で隠すなどして見せ合え

ていない児童はいなかった。教師が話している様子を聞き回

っていると、ある児童が「先生、号車の人みんな、三つ目の

問いが不安です」と呟いたため「隣の号車は自信あるみたい

だよ」と伝えた。すると号車を越えて三つ目の問いについて

尋ねに行く姿が見られた。確認を終えた児童数人に声を掛け

授業外学習の問いの答えを黒板に書くよう指示した。 

抽出児 dと eの様子は以下のとおりである。 

d児のところに、３人の児童が集まった。プリントを見せ

合うと、ある児童から「段じゃないよ」と言われ、d児は

「センチメートルやった」と呟き、一つ目の問いの答えを

「12cm」に書き直した。d児を含めた４人で再度プリント

を見比べていると、ある児童が d児の表の誤りに気付き、

「４段のとき、何になった？」と尋ねた。それに対し d児

が首を傾げたため、もう一人の児童がプリントの４段目を

指差しながら「これ数えてみてん」と言い、d児は４段の

ときの周りの辺の数を数え始めた。そして「16やった」

と呟き、表の「15」を消して「16」と書いた。その後、d

児は三つ目の問いについて説明を受けたが理解できず、空

欄のまま確認の時間を終えた。 

e児は、確認時間が始まるとすぐに立ち上がり、隣の班の

児童のところへ向かった。そしてプリントを見せ合い、確

認を始めた。まずは、段の数と周りの長さについて、プリ

ントの図を指差しながら確認し合った。相手の児童が e児

の表に単位の誤りがあることに気付き、「段の数ってなん

て数える？」と尋ねると、e児はプリントを指差しながら

「１段、２段って数える」と答えた。相手の児童が「な

ら、単位は？」と尋ねたところで e児は誤りに気付き、段

の数の単位を「cm」から「だん」に書き直した。その後、

３人の児童とプリントの内容を確認した。 

次に、全体で授業外学習の内容を確認した。一つ目の問い

と二つ目の問いについては班指名を行い、答えのみを確認し

た。そして「この表には、どんな横の変化や縦の関係がある

かな？」と発問し、班で話し合う時間を１分設けた。すると

児童はプリントの表を指差しながら「段の数は１ずつ増えて

いる」「段の数だから『１段ずつ増えている』のほうがいい

かも」「周りの長さは４cmずつ増えている」「段の数が１段

増えると周りの長さは４cm増えてるね」「縦に見ると足した

ら５の段になってる」「段の数に４かけたら周りの長さにな

る」などと話していた。その後、見つけた横の変化や縦の関

係を問い、黒板の表に書き加えていった。すると児童は書き

加えられた内容を自分のプリントにメモしていた。 

最後に三つ目の問いについて確認した。板書には「□×４

＝◯」「◯÷４＝□」とあったが、それには触れず、表の１

段目に注目させながら、伴って変わる二つの量の関係として

和が一定であった前時の内容を想起させた上で、「□＋◯＝

一つ目の問い（n＝31） 

正答を書いた児童 24人 

誤答を書いた児童 ６人 

無記入の児童 １人 

二つ目の問い（n＝31） 

表を正しく書いた児童 22人 

表に誤りや空欄があった児童 ８人 

無記入の児童 １人 

三つ目の問い（n＝31） 

正答を書いた児童 19人 

誤答を書いた児童 ８人 

無記入の児童 ４人 

抽出

児童 

一つ目の 

問い 
二つ目の問い 三つ目の問い 

ヒント動画の

チェック欄 

a児 12cm 正しくまとめていた。 □×４＝◯ あり 

c児 12cm 正しくまとめていた。 ◯÷□＝４ あり 

d児 12だん 

４だんのときの周りの

長さを「15cm」と書い

ていた。 

無記入 なし 

e 児 12cm 

だんの数の単位のとこ

ろに「cm」と書いてい

た。 

□×４＝◯ なし 
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５」と板書した。「この式も合ってるかな？」と発問すると

児童は首を傾げたり、横に振ったりしていた。そこで班で話

し合う時間を 30秒ほど設けた。すると児童は黒板を見なが

ら「１段のときだけしか使えない」「２段のときは２＋６で

８になる」などと話していた。その後、話し合った内容を問

い、□と◯を使って表した式は、段の数や周りの長さがどん

なときでも使えるものでないといけないことを確認し、その

内容を【資料19】のように板書した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料19】 板書の内容 

さらに、授業外学習段階で２人が回答していた「□＋○＝

５のだん」という式を取り上げ、合っているか尋ねたとこ

ろ、首を傾げた児童が複数いたため、前時のまとめである

「式に表すと一方がわからないときも計算で求めることがで

きる」ことを振り返り、「□＋◯＝５のだん」では、一方が

わかっていても、もう一方を計算で求められないことを確認

し、その内容を板書した。最後に「□×４＝◯」「◯÷４＝

□」に触れ、この式は段の数や周りの長さがどんなときでも

使えて一方がわからないときも計算で求めることができるこ

とを確認した。 

その後、問題解決理解度を測る問いとして、20段のときの

周りの長さを求めるよう指示し、時間を２分設定した。その

結果、正しい式と答えを書くことができたのは 31人中29人

（93.5％）だった。 

抽出児 dの様子は以下のとおりである。 

d児は、表の横の変化や縦の関係を板書されたものを学習

プリントにメモしながら数回頷いていた。そして、メモを

取り終えると、三つ目の問いの解答欄に「□×４＝◯」と

書いた。20段のときの周りの長さを求める場面では、正

しい式と答えを書いた。 

 イ 考察 

実践後の記述式アンケートや代表児童へのインタビューの

結果は以下のとおりである。アンケートについては実践１と

同じ項目で行った中から、考察に必要なものを抜粋した。 

表の描き方や伴って変わる量の動画、Ｎカードについて 

・表の動画は実際に書いていてわかりやすかった 

・ともなって変わるの意味がよくわかった 

・ともなって変わるの意味が難しかった 

・家で式を考えるときにＮカードをつかった 

・表や式を考えるときに、お母さんがＮカード見たらわか 

るよって教えてくれてわかった 

確認する場面について 

・友達の答えを見て、どうしてそうなったのか考えた 

・号車ごとだったから色々な人とできた 

授業外学習の場面において「表の動画は実際に書いていて

わかりやすかった」「式を考えるときにＮカードをつかっ

た」「表や式を考えるときに、お母さんがＮカード見たらわ

かるよって教えてくれてわかった」という記述、発言や授業

外学習の問いの回答状況から、表の描き方動画を「おうち課

題」のスライドに入れたことや、Ｎカードを「おうち課題」

と一緒にクラスルームで配布したことにより、表の描き方の

理解を促すことや授業外学習の問いを考える手助けをするこ

とができたと考える。 

確認する場面において、立ち上がって交流したことにより

手で隠すことがなくなり、プリントを見せ合えるようになっ

たと考える。また「号車ごとだったから色々な人とできた」

という発言や児童の様子から、号車ごとに交流することによ

り多くの児童と確認するようになったと考える。さらに学習

プリントの授業外学習の問いに答えるところに「ヒント動画

を見たが分からなかった」のチェック欄を設けたことや、最

初に確認する内容について指示したことにより、グループ内

でわからないところを尋ねやすくなったと考える。そして、

授業外学習の問いを全て無記入で授業に臨んだのは１人だっ

たことから、プリントを見せ合うことになったことや最初に

質問されるようになったことにより「おうち課題」に取り組

む必要性が高まり、無記入の児童が減ったと考える。その

上、d児のように、全体での確認をすることで、授業外学習

の三つ目の問いの答えを書いた児童もいたことから、教師が

全体に問いを投げかけ、班で話し合いながら授業外学習の問

いについて考えさせたことにより、学習問題の理解を促すこ

とができたと考える。 

一方、問題解決理解度を測る問いで不正解だった２人の児

童は、確認する場面が終わっても三つ目の問いの欄が空欄や

誤答のままであった。これは、授業外学習時点で誤答や無回

答であった児童の学習プリントを全体で確認した後に、教師

が確認しなかったことが原因だと考える。また「ともなって

変わる意味が難しかった」という発言があるように、語義理

解が十分でない児童がいたのは、そうした児童の実態を教師

が授業時に把握できておらず、授業内で語義について取り扱

わなかったことが原因だと考える。 

②  深める場面 

 ア 実際 

児童が表と式を用いて、問題解決の結果や過程を説明する

活動を行う上で、実践１の課題から、まずは「これまで確認

してきたことを一人一人の頭の中で整理するために、これか

ら説明活動をします」と目的を伝えた。そして、学習プリン

ト【資料20】の内容について説明を行った。 
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【資料20】 学習プリントの様子 

実践１の課題から、児童に説明し合う時間を与えるために

本時で扱った学習プリントの表を使う説明課題を設定した。

また、こまりちゃんがおうちの人に説明するという設定を取

り入れたのは、この問題の伴って変わる二つの量から説明を

始めることで、順序立てた説明をさせることができると考え

たためである。さらに、学習課題の段数は140段とした。こ

れは、図や表ではなく式を使って答えを導き出すことを促す

とともに、計算間違いがあれば説明し合う中で児童がすぐに

気付くことができると考えたためである。 

説明し合う活動のポイントについても、実践１の課題から

【資料21】【資料22】を使い、２点のみに絞って伝えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料21】 話し手の注意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料22】 聞き手の注意点 

１点目は実践１同様、言葉による表現と図的表現や記号的

表現を一致させながら説明することを促すために、話し手が

プリントを指差しながら説明することを伝えた。２点目は実

践１の課題から、キーワードを意識して聞くことを促すため

に、聞き手は【資料23】の学習プリントのサイン欄にキーワ

ードを使ったかのチェックを入れた上でサインをすることを

を伝えた。また、３人からサインをもらった後は、黒板前に

置いてある名簿にチェックを入れるよう伝えた。 

 

 

 

 

【資料23】 学習プリントのサイン欄 

その後、表と式を用いて問題解決の結果や過程を説明する

活動を15分設定した。開始直後、すぐに説明を始める児童

もいれば、ペアになったものの説明を始められない児童もい

た。そのため、プロジェクターに事前に配布していたＮカー

ドの中から、【資料24】の「説明のしかた」のＮカードを表

示し、説明するヒントとなることを伝えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料24】 「説明のしかた」のＮカード 

すると児童はＮカードを使って説明を始めた。５分が経過

したところで一度活動を止めた。Ｎカードの内容を省略して

より簡潔に伝えている児童がいることを伝え、その価値を共

有し、どんなところを省略すれば、より簡潔に説明できるか

の視点を与えて活動を再開させた。すると児童はＮカードを

見ながら「ここが省略できそう」などと話していた。10分が

経過したところで再度活動を止めて、Ｎカードの文章から省

略できるところを見つけた児童に、どこを省略できるか説明

させた。そして、どうしてここを省略できるのか全体に尋ね

た。すると数人が「式とは関係ない」と発言したため、より

詳しく説明するよう促すと「横の変化の文は、段数を求める

のに必要がない」と発言した。「なるほど、それなら、縦の

関係の文もいらない？」と追加発問すると「それは、式を作

るために必要」と答えたため、スクリーン上に表示されたＮ

カードに「段数を求めるのに必要ない」「式をつくるために

必要」と書き加えた。そして、よりよい説明とするために省

略できるところを意識して説明するよう伝えて、活動を再開

させた。するとＮカードの「表をよこに見ると〜。」の一文

を省略して、より簡潔に説明しようとする姿が見られた。 

３人に説明を終えた児童は、次々と黒板前の名簿にチェッ

クを入れていた。教師は、チェックを入れた児童６人に個別

に声掛けし、より多くの人の説明を聞くよう促した。すると

声を掛けられた６人の児童はいずれも名簿を確認し、まだチ

ェックの入っていない児童のところへ行き、話しかける姿が

見られた。 

抽出児童の様子は以下のとおりである。 

 

 



 

 14 

a児は、説明している途中で、教師から説明を省略できる

ことを伝えられると１人１台端末に表示したＮカードを指

差しながら「ここ省略できそう」と話し合っていた。 

c児は、他班のある児童のところに行き、活動を始めた。

この児童は実践 1の深める場面で c児が最後まで見続けた

児童である。その児童は１人１台端末にＮカードを表示さ

せた状態で説明を始めた。その児童が説明につまった際に

c児は自身のプリントを指差しながら「これは元々この問

題の説明だから、この問題文にヒントがあるよ」などと助

言をしていた。 

d児は、ある児童とペアになったもののどうやって説明し

ていいかわからず戸惑っていた。その時、プロジェクター

にＮカードが表示されているのを気付き、ペアになった児

童と括弧の中に入る言葉を出し合い説明を考えた。最後ま

で出し合ったところで、プロジェクターに表示されたＮカ

ードを見ながら説明を始めた。学習プリントを指差すこと

はなかった。 

e 児は、１人１台端末にＮカードを表示させて一人目の児

童に説明を始めた。最初はＮカードだけを見て説明しよう

としていたが、聞き手の児童に促され、Ｎカードとプリン

トを両方見ながら説明を始めた。聞き手の児童は e児がプ

リントを指差しながら説明できていなかったため、説明に

合わせて代わりにプリントを指差していた。また、e 児が

説明に詰まった際も「ここ」と言いながらプリントを指差

すことで助言していた。さらに e児がキーワードを言わず

に説明を続けていると「ここは？」と説明を遮って、指摘

する姿も見られた。その後、e 児は二人目の児童を見つけ

その児童の説明を聞くことから始めた。話し手の児童が説

明に詰まった際は、自分の端末に表示したＮカードを指差

しながら説明の助言をした。e 児は説明する際、Ｎカード

を見ながらスラスラと説明できており、時折プリントを指

差す姿も見られた。しかし、三人目の児童に説明する際は

Ｎカードのみを指差しながら説明していた。 

プリントのサインの数については以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ 考察 

実践後の記述式アンケートや代表児童へのインタビューの

結果は以下のとおりである。 

表と式を用いて、問題解決の結果や過程を説明する活動に

ついて 

・サインのところにキーワードのチェック欄があったから 

意識できた 

・たくさん時間があったから色々な人とできた 

・もっとかんたんに説明するにはどうしたらいいかなとか 

考えられて楽しかった 

Ｎカードについて 

・説明しやすかった 

・Ｎカードを見ながら安心してできた 

・Ｎカードを使うと「段の数が」とか「まわりの長さが」 

っていうから聞いていてわかりやすかった 

・間違っているところを見つけやすかった 

本時で扱った表を使う説明課題を設定したことにより、児

童が表と式を用いて、問題解決の結果や過程を説明する活動

時間を15分設定することができたと考える。また、プリン

トにキーワードのチェック欄を入れたことや聞き手の説明し

合う際のポイントを絞ったことにより、e児やペアの児童の

様子のように、聞き手にキーワードを意識させることができ

たと考える。さらに、３人に説明し終えた児童が名簿にチェ

ックを入れるようにしたことで、児童の説明回数への意識が

高まったと考える。上記の要因と結果に加え、説明する目的

を伝えたことやＮカードを配布したことにより、誰からもサ

インをもらっていない児童が０人になったと考える。そして

「もっとかんたんに説明するにはどうしたらいいかなとか考

えられて楽しかった」という発言やａ児の様子から、説明活

動の途中で省略できることを伝えることにより、これまでの

説明を見直し、より簡潔な説明をしようとする姿につながっ

たと考える。 

一方、e児のようにＮカードを使って説明を続けた児童が

括弧の内容を記憶し、読むことでサインをもらおうとする児

童がいた。これは、Ｎカードを使わずに説明できることの価

値を伝えることができていなかったことが原因だと考える。

また、d児のように、学習プリントを指差しながら説明でき

ない児童がいたのは、スクリーンのＮカードを見続け、視界

に学習プリントが入らなかったことが原因だと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プリントのサインの数とその人数（n＝31） 

誰からもサインをもらってない児童 ０人 

一人からサインをもらった児童 ３人 

二人からサインをもらった児童 ５人 

三人からサインをもらった児童 23人 
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(3) 実践２のまとめ 

①  授業外学習の場面と確認する場面についての考察 

ア 授業外学習の問いの回答について 

本研究では、授業外学習の問いの答えを学習プリントに記

述するよう児童に求めた。以下は実践 1、実践２の正答率と無

回答率である。 

実践１（n＝31） 正答率 無回答率 

一つ目の問い 61.3％ 29.0％ 

二つ目の問い 45.2％ 19.3％ 

 

実践２（n＝31） 正答率 無回答率 

一つ目の問い 77.4％ 3.2％ 

二つ目の問い 71.0％ 3.2％ 

三つ目の問い 71.0％ 12.9％ 

 実践１に比べ、実践２では正答率が高まり、無回答率が改善

されたことがわかる。この要因としては以下の二点が考えら

れる。一点目は、授業外学習場面において、表の描き方動画を

「おうち課題」のスライドに入れたことやＮカードを「おうち

課題」と一緒にクラスルームで配布したことである。これによ

り、表の描き方の理解を促すことや授業外学習の問いを考え

る手助けをすることができたと考える。二点目は、毎時間の確

認する場面において、児童同士で確認する内容や方法につい

て具体的に指示したことである。これにより「おうち課題」に

取り組む必要性が徐々に高まり、無回答の児童が減っていっ

たと考える。 

イ 問題解決理解度を測る問いについて 

本研究では、確認する場面の後に、問題解決理解度を測る問

いを出した。以下は実践１と実践２の正答率である。 

 実践１（n＝31） 実践２（n＝31） 

正答率 61.3％ 93.5％ 

実践１に比べ実践２では正答率が高まったことがわかる。

この要因として以下の三点が考えられる。一点目は、「おう

ち課題」に取り組む姿勢の変化である。上述したように、実

践２では「おうち課題」に取り組む必要性が高まったことで

無回答の児童が減っていると考えた。そのため、問題解決理

解度も向上したと考える。二点目は、グループで確認する場

面において、児童同士が学習プリントを見せ合い、授業外学

習の問いについて質問し合ったことである。これにより、授

業外学習時点で曖昧だった理解がより確かなものになったと

考える。三点目は、全体で確認する場面において、教師が全

体に問いを投げかけ、班で話し合いながら授業外学習の問い

について考えさせたことである。これにより、より多くの児

童が思考を表現する機会につながり、学習問題のより深い理

解につながったと考える。 

② 深める場面についての考察 

ア 時間について 

本研究では、深める場面において、数学的な表現を用い

て、問題解決の結果や過程を説明する活動を行った。以下

は、実践１と実践２において設定できた活動時間である。 

 実践１ 実践２ 

活動時間 ８分 15分 

実践１に比べ、実践２では、より多くの活動時間を設定す

ることができた。この要因として以下の二点が考えられる。

一点目は本時で扱った学習プリントの表を使う説明課題とし

たことである。これにより、説明するまでの準備にかける時

間を減らすことができたと考える。二点目は、活動前の教師

の説明を減らしたことである。これにより、児童の活動時間

をより多く確保することができたと考える。 

イ サインについて 

本研究では、深める場面において、児童が説明した際、聞

き手からサインをもらうようにしていた。以下は実践 1と実

践２のサイン数とその人数である。実践１、２ともに児童数

は 31人のため、人数での比較とする。 

 実践１（n＝31） 実践２（n＝31） 

サインなし 10人 ０人 

一人からサイン ９人 ３人 

二人からサイン ９人 ５人 

三人からサイン ３人 23人 

 サイン 1回につき、説明を1回行ったと仮定した場合、実

践１の深める場面では 36回、実践２の深める場面では 81回

説明が行われたことになる。実践１に比べ、実践２では、児

童の説明回数が増加し、１度も説明していない児童は０人と

なった。この要因として以下の四点が考えられる。一点目は

活動時間の変化である。これにより、より多くの説明機会を

得ることができたと考える。二点目は、問題解決の過程や結

果についての理解の土台を築くことができたことである。こ

れにより、説明課題に取り組みやすくなったと考える。三点

目は、Ｎカードを配布したことである。これにより、説明活

動が苦手な児童もどのように説明してよいか見通しをもつこ

とができたと考える。四点目は、３人に説明した児童を名簿

で把握したことである。これにより、説明回数への意欲を高

めることができたと考える。 

③ 成果 

〇 授業外学習場面で「おうち課題」と一緒にＮカードを配

布すれば、児童が授業内外問わず自分の意思で活用でき、

数量の関係について着目したり、伴って変わる二つの数量

の関係の特徴について説明したりする姿につながることが

わかった。 

◯  毎時間の確認する場面で、学習プリントを見せ合う状況

をつくり、質問し合うよう指示を出せば「おうち課題」に

取り組む必要性が高まっていき、より多くの児童が「おう

ち課題」に取り組むことで、問題解決の過程や結果につい

ての理解の土台を築くことができるとわかった。 

〇 授業外学習場面から確認する場面にかけて、問題解決の

過程や結果についての理解の土台を築くことができれば、

深める場面において、数学的な表現を用いて説明する活動

に取り組みやすくなり活動の充足につながるとわかった。 

 



 

 16 

〇 深める場面で、活動時間を15分設け、３人に説明し終

えた児童が名簿にチェックを入れるようにし、児童が自分

の意思でＮカードを活用できれば、児童の説明意欲を高め

数学的な表現を用いて説明する機会を増やすことができ、

活動の充足につながることがわかった。 

④ 課題 

● 語義理解をした状態で授業外学習に取り組めるようにす

るには「おうち課題」の中に、語義理解を促す動画を入れ

るとともに、単元の最初に語義理解について児童に直接尋

ね、授業内学習でも取り上げることが必要である。 

●  問題解決理解度をより高めるには、確認する場面の後に

授業外学習時点で誤答や無回答だった児童の様子を教師が

確認し、個別指導をする必要がある。 

● 深める場面において、Ｎカードを読むことでサインをも

らおうとする児童をなくすには、説明活動の後半にＮカー

ドを使わずに説明をしている児童を取り上げて価値付けす

るなど、児童がＮカードを使わずに説明したくなるような

手だてが必要である。 

 

８ 研究のまとめ 

① 検証 

 ア 検証問題の結果について 

本研究では、実践前、実践１と実践２の後に検証問題を実施

した。検証問題の内容やルーブリック評価を行う条件につい

ては以下のとおりである。 

＜実践前＞ 

単元「角の大きさ」から「方法」の検証問題を【資料25】の

ように作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料25】 実践前の検証問題 

ルーブリック評価を行うための条件は以下のとおりである。 

＜実践１＞ 

単元「倍の見方」から「方法」の検証問題を【資料26】のよ

うに作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料26】 実践1の検証問題 

ルーブリック評価を行うための条件は以下のとおりである。 

＜実践２＞ 

単元「変わり方調べ」から「事実」の検証問題を【資料27】

のように作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料27】 実践２の検証問題 

ルーブリック評価を行うための条件は以下のとおりである。 

 検証問題の結果は以下のとおりである。実践２の検証問題

の内容からＢ判定は存在しないため「なし」としている。 

 実践前 

（n＝124） 

実践１ 

（n＝121） 

実践２ 

（n＝123） 

Ａ 34.2％ 64.8％ 76.5％ 

Ｂ 6.7％ 15.6％ なし 

Ｃ 30.8％ 7.1％ 21.9％ 

Ｄ 11.7％ 8.6％ 0.8％ 

Ｅ 16.6％ 3.9％ 0.8％ 

 これを見ると、条件１、２を満たし、正答しているＡ判定の

割合が 34.2％から、64.8％、76.5％と増えていることがわか

る。また、無記述であるＥ判定の割合が 16.6％から、3.9％、

0.8％と減っていることがわかる。 

 抽出児童の結果は以下のとおりである。 

 実践前 実践１ 実践２ 

ａ児 A判定 D判定 A判定 

ｃ児 C判定 B判定 A判定 

d児 D判定 D判定 A判定 

ｅ児 E判定 A判定 A判定 

 

 

条件１ 180°を超える部分の角度を求める言葉 

条件２ 角アを求める式や言葉 

条件１ ゴム Aが何倍に伸びるかを求める式や言葉 

条件２ ゴム Bが何倍に伸びるかを求める式や言葉 

条件１ 表の横の変化に関する記述 

条件２ 表の縦の関係に関する記述 
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 抽出児ａの記述内容は以下のとおりである。 

〈実践前〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈実践１〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈実践２〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ児は、実践前の検証問題において条件１、２を満たし正答

しているため、Ａ判定であった。しかし、問題の解決過程や結

果をわかりやすく記述されているとは言えなかった。実践1は

除数、被除数に誤りがあるため、Ｄ判定であった。しかし、問

題の解決過程や結果が整理された解答になっていることがわ

かる。実践２は条件１、２を満たし正答しているため、Ａ判定

であった。解答を見ると、表から変化や関係の特徴を考察し、

表現することができていることがわかる。 

抽出児ｃの記述内容は以下のとおりである。 

〈実践前〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈実践１〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈実践２〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ児は、実践前の検証問題において式と答えのみを書いて

いたため、Ｃ判定であった。実践１はどちらがよく伸びるのか

答えを書いていないため、Ｃ判定であった。しかし、テープ図

を用いて二つの数量の関係を示し、その上で立式しているこ

とがわかる。実践２は条件１、２を満たし正答しているため、

Ａ判定であった。解答を見ると、表からわかる特徴を変化と関

係に分けて考察し、表現することができていることがわかる。 
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 抽出児 dの記述内容は以下のとおりである。 

〈実践前〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈実践１〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈実践２〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｄ児は、実践前の検証問題において式や答えが書けていな

かったため、Ｄ判定であった。実践 1は問題を読み間違えて計

算しているため、Ｄ判定であった。しかし、テープ図を使って

二つの数量の関係を示し、式を求めようとしていることがわ

かる。実践２は条件１、２を満たし正答しているため、Ａ判定

であった。検証問題と解答を見ると、考察した関係を表に書き

込んでいることや、表から変化や関係の特徴を考察し、表現す

ることができていることがわかる。 

抽出児 eの記述内容は以下のとおりである。 

〈実践前〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈実践１〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈実践２〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｅ児は、実践前の検証問題において無回答であったため、 

Ｅ判定だった。実践１は条件１、２を満たし正答しているため

Ａ判定だった。解答を見るとテープ図を使って、二つの数量の

関係を示し、そこから式を求めていることがわかる。実践２も

条件１、２を満たし正答しているため、Ａ判定だった。検証問

題や解答を見ると、考察した関係を表に書き込んでいること

や、表から変化や関係の特徴を考察し、表現することができて

おり、特に関係については式で表していることがわかる。 

無回答 
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イ 単元テストの結果について 

検証校が行っている単元テストの中から「思考力・判断力・

表現力等」を問う問題の到達度を明らかにしたところ、以下の

とおりであった。実践１は「倍の見方」、実践２は「変わり方

調べ」である。 

 
平均到達度 

達成度が 80未満の 

児童の割合 

４月から８月まで 80.8 35.4％（n=130） 

倍の見方 85.2 12.7％（n=126） 

変わり方調べ 84.8 19.0％（n=126） 

 ４月から８月までに比べ、実践１の「倍の見方」、実践２の

「変わり方調べ」のどちらも平均到達度が高まっていること

がわかる。また、到達度が 80未満の児童の割合も４月から８

月に比べ、改善されていることがわかる。このことから、実践

１、２の単元テストにおいて、学年全体として到達度の底上げ

が起こり、平均到達度を押し上げたと考える。 

 以上の検証の結果から、反転学習を用いた学習指導によっ

て、数学的な思考力・判断力・表現力が高まったことがわかっ

た。 

②  研究の成果 

数学的な思考力・判断力・表現力を育成するには、以下の

ことが有効であるとわかった。 

〇 問題解決の過程や結果について理解の土台を築くには、

授業外学習において問題把握動画や授業外学習の問いを含

む「おうち課題」を配布することや、授業内学習において

児童同士や全体で「おうち課題」について確認する場を設

定することが有効だった。また「おうち課題」に取り組む

必要性を高めるには、児童同士で確認する場面において学

習プリントを見せ合って質問し合うことが有効だった。 

◯  数学的な表現を用いて説明し合う活動を充足させるには

授業外学習によって生まれた時間を使い、可能な限り説明

し合う活動の時間を確保することや、図や表などの図的表

現を考えの根拠として使用させること、１人１台端末を用

いてヒントカードを配布することが有効だった。 

③  研究の課題 

● 問題解決の過程や結果の理解度をより高めるには、授業 

外学習の段階で誤答や無回答であった児童への手だてや語  

義理解を深める手だてが必要であった。 

● 数学的に表現し伝え合う活動を一層充実させるには、活 

動の中でより簡潔・明瞭・的確な説明となっていくような 

表現の質を高めるための手だてが必要であった。 

● 反転学習を取り入れた学習過程において、算数科の他領 

域でも効果があるのかを今後はさらに追求していく必要が  

ある。 
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